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健康な歯は生涯の宝物

大崎歯科医師会　生涯歯科保健推進担当

前原 雄二　先生

　平成 23 年度、大崎市の３歳児のむし歯保有者

率と 12 歳児のむし歯保有率が全国最悪の状態で

あり、成人期においても残存歯数が全国と比べて

下回っているという大変ショッキングなデータが

出ました。

　この状態から脱却するために、大崎市（それぞ

れのライフステージを担当する健康推進課、子育

て支援課、教育委員会、高齢介護課）と歯科医師

会が協働して生涯歯科保健推進活動を始めました。

　これから生まれてくる子どもが 80 歳になった

時、健全な歯で噛むことで生活習慣病や認知症に

なることもなく「大崎市に生まれてよかったなあ」

と実感できるように生涯歯科保健推進活動を進め

ていきたいと思います。

　「カミングおおさき」は、歯科保健と食育の推進や

健康増進のため、一口 30 回以上かむことを目標とし

て作られた「噛ミング 30（かみんぐさんまる）」の地

域版キャッチフレーズです。大崎歯科医師会、大崎市

食生活改善推進員など関係機関が協力し、かむことの

大切さや、効用について広く普及・啓発しています。

第 36 回　健康な口腔をめざして

 「虫歯予防キャンペーン」

　日時　6 月 2日　10時～ 13時

　場所　ヨークベニマル古川南店

　内容　歯科相談、歯科健診、歯磨き指導、フッ

　　　　化物洗口（先着 300 人）など

　主催　大崎歯科医師会（ 91-0305）

カミングおおさきを推進しましょう さあ、はじめよう！

よくかんで食べるための 5 か条

　一口 30 回ずつかんで食べる

　右で 10 回、左で 10 回、両方で 10 回、かんで食

　　べる

　食べ物の形がなくなるまでよくかむ

　一口食べたらはしを置く

　先の食べ物を飲み込んだら次の物を口に入れる
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